






























流体系 におけ るパ ター ン形 成の顕著 な例 の 1つ に､ Rayleigh-B占nard
対流 があ る｡ Rayleigh数 に対応 す る controlparameterR が､ 臨 界値
RC を超 え る と､ 流体 は静止 状態 か ら､ 対流状態 へ移 行 し､ cellをっ くる｡
cellの形 は､ 境 界条 件 な どに依存す るが､ 最 も簡単 な形 と して ロー ルが
あ る｡ 基 礎方程 式 と して､ Boussinesq方程 式 を とるが､ シ ミュ レー シー ヨ
ンに iま､ 不 向 きで あ り､ 簡単 化 したモデ ル方 程式 によ って記述す る こ とを
考 え る｡ ∫
分 岐の onsetで の パ ター ンは､ Neyell- Nhitehead によ って導入 され
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た振 幅方程式 によ って記述 される【1,2]. しか し onsetか ら離れ た領域 に
ついては､ 様々な非線形効果が効いて くると思われ､ そのバ ク.- ン選択の
過程 は明確 にされて いない｡ その ことを困難 に している理 由の一 つ と して､
パター ンの特徴抽 出 の難 しさがあげ られ るが､ ここでは､ モデル方程式の
シ ミュレー ションを適 して得 られたパター ンの波数空間での分布 を見 る｡
パター ンの波数空間 の表現 は､ 実験 的に も可能で あ り､ 初期条件 をま っす
ぐな ロ-ルにと った場合 に現 れるい くつかの不安定性の表現 に も有効 であ
ると思われる｡
シ ミュ レー シ ョンによ って､①初期条件 を ランダムに とった場 合の波数
選択 と､(診初期 条件 を波数 kの まっす ぐな ロー ルに とった場 合 に起 こる
長波長不安定性 の解 析を行 った｡
① ランダムな初期条件 の場合､ まず波数 の大 きさが選択 され､ ついで遅
いタイムスケー ルで､ defectが追放 され､ 境界条件等によ って､ ロール
の向 きが選 ばれ ることがわか った｡
② 初期条件を､ 波数 kの まっす ぐな ロー ルに とった場 合､ control
parameterR と初期波数 kでは られ る空 間内に､ い くつかの タイプの不
安定性の起 こり始 め る lineで囲まれた Busse baloon と呼 ばれ る安定領
域が ある｡ ここで は特に 3タイプの長波長不安定性
Eckhaus :0くqx くく 1.qy=O
zlgZag :qX=0.0(qy ((1
skeyedvaricose :0(qx,qy (( 1. qx/qy finite
に注 目 した｡ これ らの不安定性 は位相方程式 の拡散係数 の符号 を考 え るこ
とにより､ 変調波数 q の大 きさ､ 向 きによ って分類 され る｡
なお､ シ ミュ レー ションには､ モデル方程式の離散化 の手段 と して､
-57-
京都大学大学院理学研究科物理学第-専攻
Oonoetal. に よ る celldynamicalsystemの方 法 を用 いた 【3]｡
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溶液中の分子は一部分が成長面に付着して残 りの部分を折 り畳みながら結晶化 していく｡
成長面上における二次核形成頻度iとstep伝播速度Vの違いにより､単一核成長や多数
核成長が提唱されていた｡成長速度 Gが一定であるので単一核成長は否定されたものの､i
吊こ不明な点は多い｡最近､双晶の凹入角での成長速度が単結晶と異なる事を利用して iv
が決定されたが､高分子試料で問題となるciliaの影響についての研究はなされていない｡
この論文ではポリエチレンについてciliaの影響が大きい分子量の大きいものを用いて､
成長温度 ･濃度の関数として成長速度Cを測定し､成長様式とciliaの影響について分析す
る｡
単一核成長では速度が成長面の幅上に比例 し多数核成長では上に依存しない｡ーそのため
前記のように単一核成長は否定されたのだが単結晶の持00i面はLが一定のままで成長する
場合があるので､単一核成長である可能性がある｡
一万､日10t双晶でのtlOOf面の成長速度は非常に大きいことから､多数核成長と考えられ
る｡そこで､両者の成長速度を比較することにより､単結晶のiとVの比に関する情報を得
て成長様式を決定する｡
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